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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線センサ・ネットワーク（ＷＳＮ）内での情報スウォーミングのための方法であって
、
　前記ＷＳＮの発信ノードでセンサによって感知され、発信ノードから傍受ノードを除く
前記ＷＳＮの集約ポイントへリレー経路に沿って伝送されたリレー・データを、前記ＷＳ
Ｎの前記傍受ノード内に受信すること、
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定すること、お
よび
　前記リレー・データが関連する旨の決定に応答して、前記傍受ノードのセンサによって
傍受ノードで獲得された追加のデータを、前記ＷＳＮを介して前記集約ポイントに転送す
ること、
を含む方法。
【請求項２】
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定することは、
前記リレー・データの値がしきい値を超える場合、前記リレー・データを関連するものと
指定する、少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定する
ことを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定することは、
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前記傍受ノードによって傍受されるリレー・データの値の傾向がしきい値を超える場合、
前記リレー・データを関連するものと指定する、少なくとも１つの関連性規則に関して前
記リレー・データの関連性を決定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定することは、
前記傍受ノードと前記発信ノードとの間の定量化可能な関係がしきい値を超える場合、前
記リレー・データを関連するものと指定する、少なくとも１つの関連性規則に関して前記
リレー・データの関連性を決定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定することは、
前記傍受ノードで獲得される前記データの値がしきい値を超える場合、前記リレー・デー
タを関連するものと指定する、少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データ
の関連性を決定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定することは、
前記傍受ノードで獲得される前記データと前記傍受されたリレー・データとの間の定量化
可能な関係がしきい値を超える場合、前記リレー・データを関連するものと指定する、少
なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定することを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　情報スウォーミングのために構成される無線センサ・ネットワーク（ＷＳＮ）データ処
理システム・ノードであって、
　 少なくとも１つのプロセッサおよびメモリを備え、前記ＷＳＮ内の複数のノードおよ
び前記ＷＳＮ内の前記ノードによって収集されたデータを受信する集約ポイントに通信可
能に結合された、ホスト・コンピューティング・デバイスと、
　センサに結合され、前記コンピューティング・デバイス内で実行するデータ獲得モジュ
ールであって、前記センサによって感知されるデータを獲得する、データ獲得モジュール
と、
　さらに前記コンピューティング・デバイス内で実行するデータ傍受モジュールであって
、前記ＷＳＮ内の前記ノードのうちの発信ノードから前記ＷＳＮ内の前記集約ポイントへ
、前記ＷＳＮデータ処理システム・ノードを除くリレー経路に沿って伝送されるリレー・
データを傍受する、データ傍受モジュールと、
　前記データ獲得モジュールおよび前記データ傍受モジュールの両方に結合され、前記コ
ンピューティング・デバイス内で実行する、スウォーミング・モジュールであって、少な
くとも１つの関連性規則に関して前記データ傍受モジュールによって傍受されたリレー・
データの関連性を決定すること、および、前記リレー・データが関連する旨の決定に応答
して、前記データ獲得モジュールによって獲得された追加のデータを、前記ＷＳＮを介し
て前記集約ポイントに転送することを、実行するように構成されたプログラム・コード含
む、スウォーミング・モジュールと、
を備える、システム・ノード。
【請求項８】
　前記関連性規則は、前記リレー・データの値がしきい値を超える場合、前記リレー・デ
ータを関連するものと指定する、請求項６に記載のシステム・ノード。
【請求項９】
　前記関連性は、前記ＷＳＮデータ処理システム・ノードによって傍受されるリレー・デ
ータの値の傾向がしきい値を超える場合、前記リレー・データを関連するものと指定する
、請求項６に記載のシステム・ノード。
【請求項１０】
　前記関連性規則は、前記ＷＳＮデータ処理システム・ノードと前記発信ノードとの間の
定量化可能な関係がしきい値を超える場合、前記リレー・データを関連するものと指定す
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る、請求項６に記載のシステム・ノード。
【請求項１１】
　前記関連性規則は、前記ＷＳＮデータ処理システム・ノードで獲得される前記データの
値がしきい値を超える場合、前記リレー・データを関連するものと指定する、請求項６に
記載のシステム・ノード。
【請求項１２】
　無線センサ・ネットワーク（ＷＳＮ）内での情報スウォーミングのためのコンピュータ
・プログラムであって、
　それによって具体化されたコンピュータ読み取り可能プログラム・コードを有するコン
ピュータ読み取り可能記憶媒体を含み、前記コンピュータ読み取り可能プログラム・コー
ドは、
　前記ＷＳＮの発信ノードでセンサによって感知され、発信ノードから傍受ノードを除く
前記ＷＳＮの集約ポイントへリレー経路に沿って伝送されたリレー・データを、前記ＷＳ
Ｎの前記傍受ノード内に受信するための、コンピュータ読み取り可能プログラム・コード
と、
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定するための、
コンピュータ読み取り可能プログラム・コードと、
　前記リレー・データが関連する旨の決定に応答して、前記傍受ノードのセンサによって
傍受ノードで獲得された追加のデータを、前記ＷＳＮを介して前記集約ポイントに転送す
るための、コンピュータ読み取り可能プログラム・コードと、
を含む、コンピュータ・プログラム。
【請求項１３】
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定するための前
記コンピュータ読み取り可能プログラム・コードは、前記リレー・データの値がしきい値
を超える場合、前記リレー・データを関連するものと指定する、少なくとも１つの関連性
規則に関して前記リレー・データの関連性を決定するための、コンピュータ読み取り可能
プログラム・コードを含む、請求項１１に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項１４】
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定するための前
記コンピュータ読み取り可能プログラム・コードは、前記傍受ノードによって伝送中に傍
受されるリレー・データの値の傾向がしきい値を超える場合、前記リレー・データを関連
するものと指定する、少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性
を決定するための、コンピュータ読み取り可能プログラム・コードを含む、請求項１１に
記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項１５】
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定するための前
記コンピュータ読み取り可能プログラム・コードは、前記傍受ノードと前記発信ノードと
の間の定量化可能な関係がしきい値を超える場合、前記リレー・データを関連するものと
指定する、少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定する
ための、コンピュータ読み取り可能プログラム・コードを含む、請求項１１に記載のコン
ピュータ・プログラム。
【請求項１６】
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定するための前
記コンピュータ読み取り可能プログラム・コードは、前記傍受ノードで獲得される前記デ
ータの値がしきい値を超える場合、前記リレー・データを関連するものと指定する、少な
くとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定するための、コンピ
ュータ読み取り可能プログラム・コードを含む、請求項１１に記載のコンピュータ・プロ
グラム。
【請求項１７】
　少なくとも１つの関連性規則に関して前記リレー・データの関連性を決定するための前
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記コンピュータ読み取り可能プログラム・コードは、前記傍受ノードで獲得される前記デ
ータと前記傍受されたリレー・データとの間の定量化可能な関係がしきい値を超える場合
、前記リレー・データを関連するものと指定する、少なくとも１つの関連性規則に関して
前記リレー・データの関連性を決定するための、コンピュータ読み取り可能プログラム・
コードを含む、請求項１１に記載のコンピュータ・プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は遠隔感知の分野に関し、より具体的には無線センサ・ネットワークにおける情
報処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遠隔感知とは、物体と無線すなわち物理的に接触しないかまたは密接に接触する、記録
式またはリアルタイムのいずれかの感知デバイスの使用による、物体または現象の情報の
獲得を指す。実際に、遠隔感知は、所与の物体または領域に関する情報を集めるための様
々なデバイスの使用による、データの遠隔（stand-off）収集を提供する。遠隔感知には
、受動遠隔感知および能動遠隔感知という、２つの主要なタイプが存在する。受動遠隔感
知では、受動センサが目標物または周辺領域によって放射または反射される自然放射を検
出する。これに比べて能動遠隔感知は、物体および領域をスキャンするためにエネルギー
を放射する能動センサを利用し、そこで次にセンサは目標から反射または後方散乱された
放射を検出および測定する。
【０００３】
　無線センサ・ネットワーク（ＷＳＮ）は、遠隔感知システムの物理的な実施形態である
。ＷＳＮは主に、温度、音、振動、圧力、動き、または汚染物質などの、物理的または環
境的な条件を協働的に監視する、空間的に分配された自律センサの選択を含む。ＷＳＮ内
の各ノードは、１つまたは複数のセンサに加え、典型的には無線トランシーバまたは他の
無線通信デバイス、マイクロコントローラ、および電源、通常はバッテリを装備している
。注目すべきことに、ＷＳＮは通常、無線アドホック・ネットワークを構成し、すなわち
各センサが、ノードが転送器として機能し、データ・パケットを基地局にリレーする、マ
ルチホップ・ルーティング・アルゴリズムをサポートしている。
【０００４】
　ＷＳＮ内の各ノードが、収集されたデータに関して基地局または他の集約ポイントにデ
ータを伝送する他のノードに対して、伝送リレーとして動作することが可能な限りは、伝
送リレーとして動作するそれらのノードは、獲得ノードから集約ポイントへルーティング
されるデータのコンテンツにアクセスすることができる。さらに、データのリレー経路外
にあるがリレー経路内のノード近くで伝送される異なるノードは、データがリレー経路を
トラバースする際に、データを検出することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら現時点では、起点から集約ポイントへのリレー経路内のノード近くで傍受
される（overheard）データには、追加の処理は実行されない。しかしながら、遠隔感知
アプリケーションに応じて、集約ポイントへのリレー経路外のノードによって傍受される
データは、リレーされるデータに追加のコンテキストを提供することができる。この点で
、多くの場合、ノードによって傍受されるデータはリレーされるデータの有意性を強化す
るのに有用な可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態は、ＷＳＮにおけるデータの収集に関して当分野の欠点に対処し、Ｗ
ＳＮ内での情報のスウォーミング（swarming）のための新規かつ非自明の方法、システム



(5) JP 5775604 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

、およびコンピュータ・プログラム製品を提供する。本発明の実施形態では、ＷＳＮの情
報スウォーミングのための方法は、ＷＳＮ内の集約ポイントへの途上で、傍受ノードを除
くリレー経路内のＷＳＮの発信ノードでセンサによって感知されたリレー・データを、Ｗ
ＳＮの傍受ノード内に受信することを含むことができる。この方法は、少なくとも１つの
関連性規則に関してリレー・データの関連性を決定することを含むことができる。最後に
方法は、リレー・データが関連する旨の決定に応答して、傍受ノードのセンサによって傍
受ノードで獲得された追加のデータを、ＷＳＮを介して集約ポイントに転送することを含
むことができる。
【０００７】
　本発明の他の実施形態では、ＷＳＮデータ処理システム・ノードを情報スウォーミング
のために構成することができる。システム・ノードは、少なくとも１つのプロセッサおよ
びメモリを含み、ＷＳＮ内の異なるノードおよびＷＳＮ内のノードによって収集されたデ
ータを受信する集約ポイントに通信可能に結合された、ホスト・コンピューティング・デ
バイスを含むことができる。システムは、センサに結合され、コンピューティング・デバ
イス内で実行し、センサによって感知されるデータを獲得する、データ獲得モジュールを
含むこともできる。さらにシステムは、同様にコンピューティング・デバイス内で実行し
、集約ポイントへのリレーのためにＷＳＮデータ処理システム・ノードを除くリレー経路
内のノードからリレー・データを傍受する、データ傍受モジュールを含むこともできる。
最後にシステムは、データ獲得モジュールおよびデータ傍受モジュールの両方に結合され
、コンピューティング・デバイス内で実行する、スウォーミング・モジュールを含むこと
ができる。
【０００８】
　スウォーミング・モジュールは、少なくとも１つの関連性規則に関してリレー経路内の
傍受モジュールによって傍受されたリレー・データの関連性を決定すること、および、リ
レー・データが関連する旨の決定に応答して、データ獲得モジュールによって獲得された
追加のデータを、ＷＳＮを介して集約ポイントに転送することを、実行するように構成さ
れたプログラム・コード含むことができる。たとえば関連性規則は、ごくわずかな例を挙
げると、リレー・データの値がしきい値を超える場合、ＷＳＮデータ処理システム・ノー
ドによって傍受されるリレー・データの値の傾向がしきい値を超える場合、ＷＳＮデータ
処理システム・ノードと発信ノードとの間の定量化可能な関係がしきい値を超える場合、
または、ＷＳＮデータ処理システム・ノードで獲得されるデータの値がしきい値を超える
場合、リレー・データを関連するものとして指定することができる。
【０００９】
　本発明の追加の態様は、一部は以下の説明で示され、一部は説明から明らかとなり、あ
るいは本発明の実施によって習得可能である。本発明の態様は、添付の特許請求の範囲で
具体的に指摘された要素および組み合わせによって、実現および達成されることになる。
前述の概要および以下の詳細な説明はどちらも例示であり、本発明を単に例示するための
ものであって、請求されるように制限するものではないことを理解されよう。
【００１０】
　本明細書に組み込まれその一部を構成する添付の図面は、本発明の実施形態を例示し、
説明と共に本発明の原理を説明する働きをする。本明細書に示された実施形態は現時点で
好ましいが、本発明は示された精密な配置構成および手段に限定されるものでないことが
理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ＷＳＮにおける情報スウォーミングのためのプロセスを示す絵画図である。
【図２】情報スウォーミングのために構成されたＷＳＮデータ処理システムを示す概略図
である。
【図３】ＷＳＮにおける情報スウォーミングのためのプロセスを示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
　本発明の実施形態は、ＷＳＮにおける情報スウォーミングを提供する。本発明の実施形
態によれば、ＷＳＮ内の集約ポイントへの途上にあるデータのリレー経路外のノードは、
集約ポイントへのリレー経路内のデータを感知することができる。データは検査し、１つ
または複数のスウォーミング規則と比較することができる。その後、１つまたは複数のス
ウォーミング規則に求められる場合、ノードによって収集される追加のデータを集約ポイ
ントに転送することができる。このように、集約ポイントへのリレー途上で傍受された感
知データは、検査されたデータに関する追加のデータを用いて強化することができる。Ｗ
ＳＮ内のいくつかのノードにわたって組み合わされた場合、集約ポイントで集約されるデ
ータを削減する感知データの関連性のより明確かつ正確な観念が明らかとなろう。
【００１３】
　他の例示で、図１はＷＳＮにおける情報スウォーミングのためのプロセスを絵画的に示
している。図１に示されるように、データを感知および収集するため、ならびに、データ
を削減するように同様のデータを集約ポイント１６０に転送するために、異なるノード１
１０Ａ、１１０Ｂ、１１０Ｃ（図を簡略化するためにノードは３つのみ図示）をＷＳＮ内
に配置構成することが可能である。ノード１１０Ａ、１１０Ｂ、１１０Ｃのそれぞれは、
ノード１１０Ａ、１１０Ｂ、１１０Ｃのうちのその他から受信するデータの集約ポイント
１６０へのリレーとして働くことが可能である。リレー経路１３０に沿って１つのノード
１１０Ａから別のノード１１０Ｂに伝送されるリレー・データ１２０の傍受時に、リレー
経路１３０外にある傍受ノード１１０Ｃはリレー・データ１２０の性質を検査することが
可能であり、リレー・データ１２０の関連性を決定するためにリレー・データ１２０の性
質を関連性規則テーブル１４０内に配置することが可能である。リレー経路１３０に沿っ
た集約ポイント１６０へのリレーに関して、リレー・データ１２０がリレー・データ１２
０を傍受するノード１１０Ｃに関連しているとみなされる限りは、リレー・データ１２０
の補助となる追加のデータ１５０を、リレー・データ１２０を傍受する前にノード１１０
Ｃに記憶すること、およびリレー・データ１２０を傍受した後にノード１１０Ｃによって
収集することも可能である。その後、追加のデータ１５０をノード１１０Ｃから集約ポイ
ント１６０に転送することができる。データを傍受し傍受されたデータに関連性規則を適
用するＷＳＮ内の複数の異なるノードが、補助データを提供する限りは、集約ポイント１
６０に傍受データに関する補助データのスウォーミングを提供することができる。
【００１４】
　図１に関して説明されるプロセスは、ＷＳＮ内に実装可能である。さらに他の例示で、
図２は情報スウォーミングのために構成されたＷＳＮデータ処理システムを概略的に示し
ている。システムは、ノード２４０Ａ、２４０Ｂからリレーされるデータを集約するため
のデータ集約ポイントを提供するＷＳＮ２３０内のホスト・コンピュータ２１０に通信可
能に結合された、異なるノード２４０Ａ、２４０Ｂを含むことが可能である。各ノード２
４０Ａ、２４０Ｂは、内部でコンピュータ・プログラムを実行する少なくとも１つのプロ
セッサおよびメモリをノード２４０Ａ、２４０Ｂ内に提供するホスト・コンピューティン
グ・デバイス２５０を含むことが可能である。ホスト・コンピューティング・デバイス２
５０は、データ傍受モジュール２７０、データ獲得モジュール２８０、およびスウォーミ
ング・モジュール２９０を含むいくつかのコンピュータ・プログラム・モジュールの実行
をホストする、オペレーティング・システム２６０の実行をサポートすることができる。
【００１５】
　この点で、傍受ノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちの１つのデータ傍受モジュール２７０
は、ホスト・コンピューティング・デバイス２５０内で実行する場合、ノード２４０Ａ、
２４０Ｂのうちの傍受している方を除き、ホスト・コンピュータ２１０内に提供されたデ
ータ集約ポイントへリレー経路に沿ってルーティングするため、および、ホスト・コンピ
ュータ２１０内で実行している対のデータ削減モジュール２２０による削減のために、ノ
ード２４０Ａ、２４０Ｂのうちのその他からリレー・データを傍受するように実行可能な
プログラム・コードを含むことができる。データ獲得モジュール２８０は、センサ２８５
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から変換されたデータを受信すること、および、対のデータ削減モジュール２２０による
削減のために、受信したデータをホスト・コンピュータ２１０内に提供されたデータ集約
ポイントに転送することが実行可能な、プログラム・コードを含むことができる。注目す
べきことに、センサ２８５から変換された受信データを転送する場合、ノード２４０Ａ、
２４０Ｂのうちのその他のデータ傍受モジュール２７０は、ＷＳＮを介してデータ集約ポ
イントへ傍受されるデータを補足することができる。
【００１６】
　注目すべきことに、スウォーミング・モジュール２９０は、ホスト・コンピューティン
グ・デバイス２５０内で実行する場合、ノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちのその他からＷ
ＳＮを介して集約ポイントへとリレー経路内を移動する際に傍受されるリレー・データの
関連性を決定するように実行可能な、プログラム・コードを含むことができる。より具体
的に言えば、リレー・データは、データ傍受モジュール２７０内で傍受される場合、リレ
ー・データの関連性の程度を決定するために、１つまたは複数の関連性規則２９５を対象
とすることができる。たとえば関連性規則は、リレー・データの値、特定タイプのリレー
・データに関する値における傾向、ノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちの発信側と関連性が
決定されることになるノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちの傍受側との間の関係、または、
リレー・データに関する他の感知データの値に基づいて、関連性の程度を決定することが
できる。
【００１７】
　たとえば、温度を記述するリレー・データの値に関する関連性規則は、しきい値を超え
る温度に関する関連性を決定することができる。他の例として、温度を記述するリレー・
データの値における傾向に関する関連性規則は、ノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちの特定
の１つから発信される一連の温度読み取り値がしきい値を超える場合、関連性を決定する
ことができる。さらに他の例として、ノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちの発信側と関連性
が決定されることになるノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちの傍受側との間の関係に関する
関連性規則は、ノード２４０Ａ、２４０Ｂ間の距離がしきい値以内である場合、関連性を
決定することができる。さらに他の例として、リレー・データに関する他の感知データの
値に関する関連性規則は、ノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちの傍受側で測定される風速が
しきい値を超え、ノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちの発信側で測定される温度のリレー・
データが特定の値である場合、関連性の決定を含むことができる。
【００１８】
　いずれの場合も、さらにスウォーミング・モジュール２９０のプログラム・コードは、
データ獲得モジュール２８０によって獲得される追加のデータを、リレー・データを補足
するためにＷＳＮを介して集約ポイントに転送することによって、関連しているものと決
定された傍受されたリレー・データの処理を実行することができる。たとえば、ノード２
４０Ａ、２４０Ｂのうちの発信側によって集約ポイントにリレーされる温度データが傍受
された時にしきい値を超える場合、ＷＳＮ内の温度読み取り値のより包括的な見解を提供
するため、および、ノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちの発信側での温度読み取りしきい値
に関するコンテキストを提供するために、ノード２４０Ａ、２４０Ｂのうちの傍受側によ
って獲得される温度データを集約ポイントに転送することができる。
【００１９】
　スウォーミング・モジュール２９０の動作のさらに他の例示で、図３はＷＳＮにおける
情報スウォーミングのためのプロセスを示す流れ図である。最初のブロック３１０では、
傍受ノードにおいて、ＷＳＮ内の発信ノードからＷＳＮ内の集約ポイントへのリレー経路
内でリレー・データを傍受することができる。ブロック３２０で、リレー・データに関連
性規則を適用することができる。たとえば、関連性規則は特定の値を超えるかまたはこれ
を下回る、あるいはこれに等しいリレー・データの値を説明可能である、関連性規則は特
定タイプのデータに関するリレー・データの値における傾向を説明可能である、関連性規
則は特定タイプのデータに関するリレー・データの値における変化率を説明可能である、
関連性規則は傍受ノードと発信ノードとの間の関係を説明可能である、あるいは、関連性
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規則は、傍受ノード内でデータが獲得された場合に指定された値を超える、これに一致す
る、またはこれを下回るデータの値を説明可能である。
【００２０】
　意思決定ブロック３３０で、傍受されるリレー・データおよび傍受ノードですでに獲得
されたデータへの単一の関連性規則の適用または複数の関連性規則の適用に基づいて、リ
レー・データが関連するものと判断されるかどうかを決定することができる。関連してい
ない場合、オプションとしてブロック３４０で、傍受ノードが発信ノードから集約ポイン
トへのリレー・データのリレー経路内にあるか否かをさらに決定することができる。関連
している場合、ブロック３５０で、リレー・データを集約ポイントに転送することが可能
であり、プロセスはブロック３６０で終了可能である。しかしながら、意思決定ブロック
３３０でリレー・データが関連するものと決定された場合、ブロック３７０で、リレー・
データおよび以前に獲得されたデータの補足として、傍受ノード内で追加のデータを獲得
することができる。その後新しくまたは追加で獲得されたデータは、ブロック３８０で集
約ポイントに転送可能であり、再度オプションとして、意思決定ブロック３４０で傍受ノ
ードがリレー経路内にあるものと決定された場合、ブロック３５０でリレー・データを集
約ポイントに転送することが可能であり、プロセスはブロック３６０で終了可能である。
このようにして、ＷＳＮ内の感知された読み取り値のより包括的な見解を、発信ノードで
獲得された読み取り値に関するより良いコンテキストと共に提供することができる。
【００２１】
　当業者であれば理解されるように、本発明の態様は、システム、方法、またはコンピュ
ータ・プログラム製品として具体化可能である。したがって本発明の態様は、完全にハー
ドウェア実施形態、完全にソフトウェア実施形態（ファームウェア、常駐ソフトウェア、
マイクロコードなどを含む）、あるいは、本明細書ではすべてを全体として「回路」、「
モジュール」、または「システム」と呼ぶことができるソフトウェアおよびハードウェア
の態様を組み合わせた実施形態の形を取ることができる。さらに本発明の態様は、その上
に具体化されたコンピュータ読み取り可能プログラム・コードを有する１つまたは複数の
コンピュータ読み取り可能媒体内で具体化されるコンピュータ・プログラム製品の形を取
ることができる。
【００２２】
　１つまたは複数のコンピュータ読み取り可能媒体の任意の組み合わせが利用可能である
。コンピュータ読み取り可能媒体は、コンピュータ読み取り可能信号媒体またはコンピュ
ータ読み取り可能記憶媒体とすることができる。コンピュータ読み取り可能記憶媒体は、
たとえば電子、磁気、光、電磁、赤外線、または半導体のシステム、装置、またはデバイ
ス、あるいは上記の任意の好適な組み合わせとすることができるが、これらに限定されな
い。コンピュータ読み取り可能記憶媒体のより特定の例（非網羅的リスト）は、１本また
は複数本のワイヤを有する電気接続、ポータブル・コンピュータ・ディスケット、ハード
・ディスク、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、
消去可能プログラマブル読み取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭまたはＦｌａｓｈメモリ）、光
ファイバ、ポータブル・コンパクト・ディスク読み取り専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、光
記憶デバイス、磁気記憶デバイス、あるいは上記の任意の好適な組み合わせを含むもので
ある。本明細書との関連において、コンピュータ読み取り可能記憶媒体は、命令実行のシ
ステム、装置、またはデバイスによって、あるいはそれらに関連して使用するためのプロ
グラムを包含または記憶することが可能な、任意の有形媒体とすることができる。
【００２３】
　コンピュータ読み取り可能信号媒体は、たとえばベースバンド内に、または搬送波の一
部として、内部に具体化されたコンピュータ読み取り可能プログラム・コードを備える、
伝搬データ信号を含むことができる。こうした伝搬信号は、電磁、光、またはそれらの任
意の好適な組み合わせを含むがこれらに限定されない、任意の多様な形を取ることができ
る。コンピュータ読み取り可能信号媒体は、コンピュータ読み取り可能記憶媒体でなく、
命令実行のシステム、装置、またはデバイスによって、あるいはそれらに関連して使用す
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るためのプログラムを通信、伝搬、または移送することが可能な、任意のコンピュータ読
み取り可能媒体とすることができる。
【００２４】
　コンピュータ読み取り可能媒体上に具体化されるプログラム・コードは、無線、有線、
光ファイバ・ケーブル、無線周波数など、または上記の任意の好適な組み合わせを含むが
これらに限定されない、任意の適切な媒体を使用して伝送可能である。本発明の態様に関
する動作を実行するためのコンピュータ・プログラム・コードは、オブジェクト指向プロ
グラミング言語および従来の手続き型プログラミング言語を含む、１つまたは複数のプロ
グラミング言語の任意の組み合わせで作成可能である。プログラム・コードは、完全にユ
ーザのコンピュータ上で、部分的にユーザのコンピュータ上で、スタンドアロン型ソフト
ウェア・パッケージとして、一部はユーザのコンピュータ上および一部はリモート・コン
ピュータ上で、あるいは、完全にリモート・コンピュータまたはサーバ上で、実行可能で
ある。後者のシナリオでは、リモート・コンピュータは、ローカル・エリア・ネットワー
ク（ＬＡＮ）またはワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）を含む、任意のタイプのネ
ットワークを介してユーザのコンピュータに接続可能であるか、あるいは（たとえばイン
ターネット・サービス・プロバイダを使用してインターネットを通じて）外部コンピュー
タへの接続が可能である。
【００２５】
　本発明の態様について、本発明の実施形態に従った方法、装置（システム）、およびコ
ンピュータ・プログラム製品の流れ図あるいはブロック図またはその両方を参照しながら
、上記で説明してきた。この点で、図面内の流れ図およびブロック図は、本発明の様々な
実施形態に従ったシステム、方法、およびコンピュータ・プログラム製品の可能な実装の
アーキテクチャ、機能、および動作を示す。たとえば流れ図またはブロック図内の各ブロ
ックは、指定された論理機能を実装するための１つまたは複数の実行可能命令を含むモジ
ュール、セグメント、またはコードの一部分を表すことができる。いくつかの代替の実装
では、ブロック内に示された機能は図面内に示された順序以外で実行可能であることにも
留意されたい。たとえば連続して示される２つのブロックは、実際にはほぼ同時に実行可
能であるか、関与する機能に応じて、ブロックは時に逆の順序で実行可能である。ブロッ
ク図あるいは流れ図またはその両方の各ブロック、およびブロック図あるいは流れ図また
はその両方におけるブロックの組み合わせは、指定された機能または作業を実行する特定
用途向けハードウェアベース・システムまたは特定用途向けハードウェアおよびコンピュ
ータ命令の組み合わせによって実行可能であることにも留意されたい。
【００２６】
　流れ図あるいはブロック図またはその両方の各ブロック、および流れ図あるいはブロッ
ク図またはその両方におけるブロックの組み合わせは、コンピュータ・プログラム命令に
よって実装可能であることも理解されよう。これらのコンピュータ・プログラム命令は、
コンピュータまたは他のプログラマブル・データ処理装置のプロセッサを介して実行する
命令が、流れ図あるいはブロック図またはその両方のブロック内に指定された機能／動作
を実装するための手段を作成するように、汎用コンピュータ、特定用途向けコンピュータ
、または機械を製造するための他のプログラマブル・データ処理装置のプロセッサに提供
可能である。
【００２７】
　これらのコンピュータ・プログラム命令は、コンピュータ、他のプログラマブル・デー
タ処理装置、または他のデバイスに特定の様式で機能するように指示することが可能な、
コンピュータ読み取り可能媒体内に記憶することも可能であるため、結果としてコンピュ
ータ読み取り可能媒体内に記憶された命令は、流れ図あるいはブロック図またはその両方
のブロック内に指定された機能／動作を実装する命令を含む製品を作成する。コンピュー
タ・プログラム命令は、一連の動作ステップを、コンピュータ、他のプログラマブル装置
、またはコンピュータ実装プロセスを生成するための他のデバイス上で実行させるために
、コンピュータ、他のプログラマブル・データ処理装置、または他のデバイス上にロード
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実行する命令は、流れ図あるいはブロック図またはその両方のブロック内に指定された機
能／動作を実装するためのプロセスを提供する。
【００２８】
　最後に、本明細書で使用される用語は、特定の実施形態を説明するためのみのものであ
り、本発明を限定することは意図されていない。本明細書で使用される場合、単数形「ａ
」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」は、文脈が明確に示していない限り、複数形も同様に含
むことが意図される。本明細書で使用される場合、「含む」あるいは「含んでいる」また
はその両方の用語は、示された機能、整数、ステップ、動作、要素、あるいは構成要素、
またはそれらすべての存在を指定するが、１つまたは複数の他の機能、整数、ステップ、
動作、要素、構成要素、あるいはそれらのグループまたはそれらすべての存在または追加
を除外するものでないことも理解されよう。
【００２９】
　以下の特許請求の範囲におけるすべての手段またはステップさらには機能要素の対応す
る構造、材料、動作、および等価物は、具体的に請求されるような他の請求される要素と
組み合わせて機能を実行するための任意の構造、材料、または動作を含むことが意図され
る。本発明の説明は、例示および説明の目的で提示されてきたが、本発明の開示された形
を網羅するかまたはこれらに限定することは意図されていない。当業者であれば、本発明
の範囲および趣旨を逸脱することなく、多くの修正および変形が明らかとなろう。実施形
態は、本発明の原理および実際の応用例を最も良く説明するため、ならびに、企図された
特定の用途に好適な様々の修正を伴う様々な実施形態に関して他の当業者が本発明を理解
できるようにするために、選択および説明された。
【００３０】
　以上、本明細書の本発明について詳細にまたその実施形態を参照しながら説明してきた
が、以下のように添付の特許請求の範囲内で定義された本発明の範囲を逸脱することなく
、修正および変形が可能であることが明らかとなろう。
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